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の型の区別が存在すると記述・報告されてきた。この 2 種類の型は，3 モーラ以上の名詞に，全
体として 3 モーラ以上の助詞連続が後続した次のような場合に，もっとも明瞭に出現することが
分かっている（松森 2013）。（以下の例における meRdu は，共通語の「も」に対応する助詞 meR
に焦点標識の du が後続してできた助詞連続である。）
（1）  3 モーラ名詞の型の区別―「～もある（いる）」という文に入れて（与那覇方言）
   [AB 型] manata meRdu uI  （蛙もいる）    kagaM  meRdu aI  （鏡もある）
   [C 型]  funata  meRdu uI  （蟇蛙もいる）   pasaM  meRdu aI  （鋏もある）
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この場合，[AB 型] には助詞連続 meRdu の部分に高い音調（以下，H 音調と呼ぶ）の山が生じ
ているのに対して，先行する名詞部分の音調は低く抑えられている。これに対し [C 型] では，
名詞部分に H 音調が出現し，助詞連続 meRdu の部分は低くつく。
　ところが与那覇方言では，この 2 種類の型の区別でさえ，常に明瞭に出現するとは限らない。
たとえば，同じ助詞連続を 2 モーラ名詞に後続させた次のような場合には，2 つの型の区別は中
和してしまい，両方とも meRdu の部分に H 音調の山が出現する型となって出現する。
（2）  2 モーラ名詞の型の中和―「～もある（いる）」という文に入れて（与那覇方言）
   [AB 型] fugI  meRdu aI  （釘もある）    pana  meRdu aI  （花もある）


















   [A 型]   piI   naka N  keRdu  ikI  （ニンニク畑に行く）
        kuRsu  naka N  keRdu  ikI  （唐辛子畑に行く）
        mIRna  naka N  keRdu  ikI  （韮畑に行く）
   [B 型]   suR   naka N  keRdu  ikI  （葉野菜畑に行く）
        mami  naka N  keRdu  ikI  （豆畑に行く）
        mugI  naka N  keRdu  ikI  （麦畑に行く）
   [C 型]   dakjoR  naka N  keRdu  ikI  （ラッキョウ畑に行く）
        basoR  naka N  keRdu  ikI  （バナナ畑に行く）
        ukjaN  naka N  keRdu  ikI  （ウコン畑に行く）
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つまり与那覇方言は，（少なくとも現時点では）「複合語」のアクセント型を観察することによっ
てはじめて，それが「三型アクセント体系」であることが確認できる，というような体系を持っ














素を Y，複合語全体を Z と呼び，アクセント型を考察することとしよう。（なお上野 1997 の考
察は「複合名詞」に限ったものであるが，本稿では「複合動詞」についても考察を行うため，Z
を「複合語」とする。）
（4）  複合語 Z のアクセント型
   X（前部要素）　＋　Y（後部要素）　＝　Z（複合語）
従来の日琉語の複合語に関する考察では，Z のアクセントを決定する規則のタイプとして，次の
1  松森（2013）は，さまざまな名詞を前部要素にして複合語を作り，それを先頭にした文を発音してもらう
ことによって，与那覇で区別される 3 種類の型を導き出し，それを A 型，B 型，C 型と呼んだ。このよう
な方法を使うと，たとえば piI（ニンニク），kuRsu（唐辛子），mIRna（韮）は A 型の名詞，suR（葉野菜），
mami（豆），mugI（麦）は B 型の名詞，dakjoR（ラッキョウ），basoR（バナナ），ukjaN（ウコン）は C 型の
名詞，というように，各語の所属型を明らかにすることができる。なお，このように複合語を使うことによっ
てその体系内の 3 種類の型の対立が明瞭になる，というような方言は，この与那覇方言の他にも，同じ宮古
島の狩俣（松森 2015），八重山諸島の黒島（松森 2015），西表島古見（松森 2015）など，南琉球の諸方言に
多く発見されている。
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ような 3 種類のものが提示されている 4。本稿ではこの 3 種類の規則を，それぞれ「前部要素の韻
律保持型規則」，「後部要素の韻律保持型規則」，「連結アクセント形成型規則」と呼ぶ。
（5）  日琉語の複合語アクセント形成規則の類型
 a.  Y が消え，X が残されて全体の型 Z となる。 （前部要素の韻律保持型規則）
 b.  X が消え，Y が残されて全体の型 Z となる。 （後部要素の韻律保持型規則）





















とする。平良方言には 2 種類の音調型（A 型と B 型）が観察され，A 型は HL，LHL，LLHL，
LLLHL のような音調パターンを，B 型は LH，LLH，LLLH，LLLLH のようなパターンを示す。
4  これらの 3 種類のアクセント規則の他に，筆者は，日琉語には 4 つ目のタイプの複合語アクセント規則が
存在する，と考えている。それは，X と Y それぞれの韻律型，あるいはその境界がどこか，というような情
報とはまったく無関係に，ある特定のリズム構造を複合語全体にわたって形成する，というタイプの複合語
規則である。たとえば喜界島赤連方言では，前部要素 X，後部要素 Y のアクセント型に関係なく，複合名詞






類の音調型のうちの A 型のアクセント型なのだが，この方言の 3 種類の型の中で，唯一，2 つの H 音調の山







5  このデータは，筆者が 1996 年に行った甑島調査によって得られた。話者は昭和 11 年生まれの平良出身，
平良在住の男性である。
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（6）  前部要素の韻律保持型の複合語規則の例―鹿児島県中甑島平良方言
   〈前部要素 X が A 型の複合語の例〉
   フデ，フデノ…（筆，筆が～）       フデバコ，フデバコノ…（筆箱，筆箱が～）
   ウルシ，ウルシノ…（漆，漆が～）     ウルシバコ，ウルシバコノ…（漆箱，漆箱が～）
   ベントー，ベントーノ…（弁当，弁当が～）  ベントーバコ，ベントーバコノ…（弁当箱，
弁当箱が～）
   モモ，モモノ…（桃，桃が～）       モモイロ，モモイロノ…（桃色，桃色が～）
   コムギ，コムギノ…（小麦，小麦が～）    コムギイロ，コムギイロノ…（小麦，小麦色
が～）
   〈前部要素 X が B 型の複合語の例〉
   クツ，クツノ…（靴，靴が～）       クツバコ，クツバコノ…（靴箱，靴箱が～）
   クスリ，クスリノ…（薬，薬が～）     クスリバコ，クスリバコノ…（薬箱，薬箱が～）
   ユービン，ユービンノ…（郵便，郵便が～）  ユービンバコ，ユービンバコノ…（郵便箱，
郵便箱が～）
   クサ，クサノ…（草，草が～）       クサイロ，クサイロノ…（草色，草色が～）
   ネズミ，ネズミノ…（鼠，鼠が～）     ネズミイロ，ネズミイロノ…（鼠色，鼠色が～）

















要素 X のアクセント型が，複合語 Z 全体のアクセント型を決定する。金武方言は三型アクセン
ト体系を持ち，「A 型は無核で（0 型），B 型は語末に核を持ち（－ 1 型），C 型は最後から 2 番
目に核を持つ（－ 2 型）」体系，と記述することができる。またこの方言は「上げ核」を持つ体
系であり，「核の次モーラを上昇させる」というような規則が想定できる。さらに，「無核」の A
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　次の例 6 では，A 型の語「北 (nisji)」から始まる複合語「北風 (nisjikazji)」は，「語頭から数えて
3 つ目のモーラまで」が高く，4 モーラ以降は低くつく，という A 型の特徴を持っている。これ
に対して，B 型の語「南 (hee)」から始まる複合語「南風 (heekazji)」は，言い切り形では語末を
長くして，その部分を上昇させる，という B 型の特徴を示している。（なお，後部要素 Y の「風 
(kazji)」は A 型の語である。）つまりこの方言は，前部要素の韻律保持型の規則を持っている。
（7）  沖縄県沖縄本島北部の金武方言の複合名詞（その 1）
       　〈前部要素 X の型〉       〈複合語 Z の型〉
   [A 型]  ni [sji  ni [sji ga ( 北，北が )   nisji ka] zji ( 北風 )
   [B 型]  he[e   hee [ga  ( 南，南が )   hee ka] zji [i ( 南風 )
　以下の複合語でも，前部要素 X の韻律型が複合語 Z にそのまま継承されていることが分かる。
これら複合語の前部要素は，3 つの型に分かれる。「juu ( 魚 )，tui ( 鳥 )，sjidekuni ( 人参 )」は A 型，
「sjiisjii ( 肉 )，biiraa ( 葱 )」は B 型，「naaba ( きのこ )，kuuga ( 卵 )」は C 型の語である。（なお，
後部要素 Y の「汁 (sjiiruu)」は B 型，「ジューシ（まぜごはん）(zjuusji)」は C 型の語である。）
（8）  沖縄県沖縄本島北部の金武方言の複合名詞（その 2）
       〈前部要素 X の型〉   〈複合語 Z の型〉
  [A 型]  [juu（魚）     juu  zji] ru ( 魚汁 ),     juu  zju] usji ( 魚ジューシ )
       [tui（鳥）     tui  zji] ru ( 鳥汁 ),     tui  zju] usji ( 鳥ジューシ )
       sjideku] ni（人参）              sjideku] ni  zjuusji ( 人参ジューシ )
  [B 型]  sjii]sji[i（肉）    sjisji zji] ru [u ( 肉汁 ),   sjisji zjuu] sji [i ( 肉ジューシ ) 
       bii] ra[a（葱）    biira zji] ru [u ( 葱汁 ),   biira zjuu] sji [i ( 葱ジューシ )
  [C 型]  naa [ba（きのこ）  naaba] zji [ru ( きのこ汁 ), naaba] zjuu [sji ( きのこジューシ )
       kuu [ga（卵）                kuuga] zjuu [sji ( 卵ジューシ )








おいて，この金武方言と同様，前部要素 X が複合語 Z 全体の韻律特徴を決定する（5a）のタイ
6 このデータは，2001年の筆者の金武方言の調査で得られた。話者は以下の4名である。A氏（昭和5年生まれ，
男性），B 氏（昭和 6 年生まれ，男性），C 氏（昭和 10 年生まれ，女性），D 氏（昭和 11 年生まれ，女性）。
いずれも金武生まれ，金武育ちであり，調査時は全員，金武在住であった。
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プの規則が，観察されている。
　さらに，近年あらたに三型アクセントの存在がつぎつぎ発見・報告されてきた南琉球の諸方言




















　このように，X と Y のうちのどちらか一方の特徴のみが Z の韻律特徴を決定する，という方
言体系もあるが，その一方で（5）のうちの 2 つ以上の特徴が，Z の韻律特徴の決定にかかわっ
ている，という体系も，特に日本語の諸方言には多い。




　東京方言は，下げ核が弁別的な n ＋ 1 型アクセント体系の典型である。McCawley（1968）を
はじめとして，これまでの多くの複合語アクセントの先行研究が指摘してきたように，東京方言
の複合語アクセントは，Y（後部要素）の型，あるいは Y のモーラ数が大きく関与して決まる。
　Y の韻律特徴が残され X のそれが消える「後部要素の韻律保持型」の複合語規則は，東京方
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（9）  東京方言の後部要素の韻律保持型の複合語の例―Y（後部要素）が 5 モーラ以上の場合
    山ほととぎす（ほとと’ぎす）→ヤマ＋ホトト’ギス，地方裁判所（さいばんしょ’）→チホー
＋サイバンジョ’，学習参考書（さんこーしょ’）→ガクシュー＋サンコーショ’，黒蜜と
ころてん（無核型）→クロミツ＋トコロテン，電子ハーモニカ（無核型）→デンシ＋ハー
モニカ，電子顕微鏡（無核型）→デンシ＋ケンビキョー （岩井・窪薗 1993 に基づく）




　これとは対照的に，Y が 3 モーラになると，東京方言では（5c）の「連結アクセント形成型規




（10）  東京方言の連結アクセント形成型の生産性―Y（後部要素）が 3 モーラ名詞の場合
    氷小豆（コーリ＋ア ’ ズキ），焼き魚（ヤキ＋ザ ’ カナ），馬鹿力（バカ＋ヂ ’ カラ），石頭（イ
シ＋ア ’ タマ），伊達男（ダテ＋オ ’ トコ），女言葉（オンナ＋コ ’ トバ），菜種油（ナタネ＋ア ’
ブラ），蒸し鮑（ムシ＋ア ’ ワビ），悔し涙（クヤシ＋ナ ’ ミダ），乙女心（オトメ＋ゴ ’ コロ），
水枕（ミズ＋マ ’ クラ），針鼠（ハリ＋ネ ’ ズミ），蛇苺（ヘビ＋イ ’ チゴ），風邪薬（カゼ＋グ ’
スリ），茹卵（ユデ＋タ ’ マゴ）
　これらの中には，Y の単独のアクセントが「ア ’ ワビ（鮑），ナ ’ ミダ（涙），マ ’ クラ（枕）」
のように頭高型のもの，「ココ ’ ロ（心），タマ ’ ゴ（卵）」のように中高型のもの，「アズキ ’（小
豆），チカラ ’（力），アタマ ’（頭），オトコ ’（男），コトバ ’（言葉）」のように尾高型のもの，
「サカナ（魚），アブラ（油），ネズミ（鼠），イチゴ（苺），クスリ（薬）」のように無核型のもの
等，さまざまなものが含まれている。しかし Y（後部要素）が 3 モーラ語の場合，その Y の単
独形のアクセント型が何であるか，ということは，複合語 Z 全体のアクセントにはほとんど影
響を及ぼさない 9。上野（1997: 238）によれば「卵，団扇，試験」などの単独形のアクセントが，
8  岩井・窪薗（1993）は，東京方言では，後部要素 Y が 5 モーラ以上になると，その Y の単独型が無核語で
あっても，有核型であっても，Y の型がそのまま Z に保たれる傾向があることを示した。そして一般的に言っ
て，Y の 1 モーラ目にアクセントを持つパターン（本稿の「連結アクセント形成型」）は，5 モーラ以上の長
い後部要素を持つ複合語には，観察されないことを示した。そのデータの中には，「アルコール（無核）」→
「エチル＋ア ’ ルコール」のように，例外的に Y の 1 モーラ目にアクセントを持つものも存在するが，その数
は少ないと言う。
9  ただし，上野（1997）の指摘するように，「女＋詐欺師，ステンレス＋網戸（上野 1997: 239）」など，後部
要素 Y が，それ自体，複合語であるものは，「オンナ＋サギ’シ，ステンレス＋アミ’ド」のように，その Y
のアクセント型が，そのまま Z に保存される傾向にあるようだ。
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「ナマ＋タマ ’ ゴ，ヒダリ＋ウチ ’ ワ，ニュウガク＋シケ ’ ン」のように，そのまま，それを後部
要素とする複合語に保存されることがある，とされている。しかしこれらの例も，現代東京方言
ではほとんど，「ナマ＋タ ’ マゴ」のように，3 モーラを後部に持つ複合名詞の無標のアクセント
型へと変化を遂げつつある。
　つまり，後部要素 Y が 3 モーラ語の場合には，その Y の単独形のアクセント型の種類とは無
関係に，ある特定の箇所，すなわち Y の 1 モーラ目にアクセントが置かれる傾向が強い。その
場所は，（5c）の「連結アクセント形成型規則」，つまり「X と Y の境界周辺にあらたなアクセン
トを形成する」という規則によって決定されている。
　後部要素 Y が 4 モーラの場合にも，この「連結アクセント形成型規則」によって，Y の 1 モー
ラ目にアクセントが置かれる場合が多い。次の（11a）がそれだが，その一方で Y が 4 モーラの
場合には，（9）の場合と同様，Y の単独形のアクセント型が複合語 Z にそのまま保持されるこ
ともある。上野（1997）から抜粋・引用した（11b）の例が，それにあたる。
（11）  東京方言の連結アクセント形成型―Y（後部要素）が 4 モーラ名詞の場合
 a.  男友達（オトコ＋ト ’ モダチ），料理学校（リョーリ＋ガ ’ ッコー），
   基礎研究（キソ＋ケ ’ ンキュー），英語教育（エーゴ＋キョ ’ ーイク）
 b.   大和なで ’ しこ（ヤマト＋ナデ ’ シコ），高級唐傘（からか ’ さ）（コーキュー＋カラカ ’ サ），
江戸むら ’ さき（エド＋ムラ ’ サキ），アイス＋コーヒ ’ ー（アイス＋コ ’ ーヒーも）
 （上野 1997 より抜粋引用）
したがって，後部要素 Y が 4 モーラの場合には，（9）と同じような「後部要素の韻律保持型」
規則によって複合語のアクセントが決まる場合と，（10）と同じような「連結アクセント形成型」
規則によってそれが決まる場合との，2 つのパターンが見られるということになる。
　一方，後部要素 Y が 2 モーラの場合には，以下のような 3 種類のアクセント規則があり 10，ど
の規則にしたがうかは Y が語彙的に指定する。このことは，窪薗（1997）をはじめとするこれ
までの多くの先行研究で指摘されている通りである。
10 ここでは，前部要素 X が 3 モーラ以上の場合に限って論じることとする。東京方言では，後部要素 Y の単
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（12）  Y（後部要素）が 2 モーラ名詞の場合
 a.  後部要素 Y の韻律保持型　→　…○○＋○ ’ ○
   　渡し舟（ワタシ＋ブ ’ ネ），曇り空（クモリ＋ゾ ’ ラ），烏麦（カラス＋ム ’ ギ），
   　にわか雨（ニワカ＋ア ’ メ），話し声（ハナシ＋ゴ ’ エ），ガラス窓（ガラス＋マ ’ ド），
   　日本猿（ニホン＋ザ ’ ル），脂汗（アブラ＋ア ’ セ），…
 b.  連結アクセント形成型　→　…○○ ’ ＋○○
   　つむじ風（ツムジ ’ ＋カゼ），油虫（アブラ ’ ＋ムシ），玉子酒（タマゴ ’ ＋ザケ），
   　千歳飴（チトセ ’ ＋アメ），宝箱（タカラ ’ ＋バコ），みぞれ雪（ミゾレ ’ ＋ユキ），
   　わらべ歌（ワラベ ’ ＋ウタ），信濃川（シナノ ’ ＋ガワ），油紙（アブラ ’ ＋ガミ），
   　地引網（ジビキ ’ ＋アミ），暴れ馬（アバレ ’ ＋ウマ），彼岸花（ヒガン ’ ＋バナ），…
 c.  有標型　→　…○○＋○○
   　丸太小屋（マルタ＋ゴヤ），三河島（ミカワ＋ジマ），紫色（ムラサキ＋イロ），
   　裸山（ハダカ＋ヤマ），地獄耳（ジゴク＋ミミ），エナメル革（エナメル＋ガワ），










 a.  後部要素 Y のアクセントを複合語 Z に保持する。
   　ペ ’ ルシャ＋ね ’ こ    →  ペルシャ＋ネ ’ コ
   　や ’ まと＋なで ’ しこ   →  ヤマト＋ナデ ’ シコ
   　やま ’ ＋ほとと ’ ぎす   →  ヤマ＋ホトト ’ ギス
11  このような例外的なパターンを共有している方言どうしの系統関係は，近いものと考えてもよい。たとえ
ば京都方言と東京方言の，この例外的な複合語を見てみると，次のような一致を見せる。アズキイロ [ 京都 ]，
アズキイロ [ 東京 ]（小豆色），ネズミイロ [ 京都 ]，ネズミイロ [ 東京 ]（鼠色），ゴエンダマ [ 京都 ]，ゴエ
ンダマ [ 東京 ]（五円玉），オトシダマ [ 京都 ]，オトシダマ [ 東京 ]（お年玉）（京都のデータは中井 2001，
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 b.  さもなければ，X と Y の連結部にあらたなアクセントを置く。
    （連結部にできるだけ近く，しかもできるだけ語末に近くなるように置く。）
   　すきま（無核型）　＋　かぜ（無核型）   → スキマ ’　＋　カゼ（隙間風）
   　こも ’ り　＋　うた ’           → コモリ ’　＋　ウタ（子守唄）
   　なたね（無核型）　＋　あぶら（無核型）  → ナタネ　＋　ア ’ ブラ（菜種油）
   　おんな ’　＋　ことば ’           → オンナ　＋　コ ’ トバ（女言葉）
   　おとこ ’　＋　ともだち（無核型）     → オトコ　＋　ト ’ モダチ（男友達）





に挙げられた複合語規則のうちのどれか 1 つではなく，そのうちの 2 つが関与して決定されるこ
とが多い 12。
　東京方言は「X が消え，Y が残されて複合語全体の型 Z となる。」という（5b）の規則が支配
的な方言だった。これに対し，「Y が消え，X が残されて全体の型 Z となる。」という（5a）のよ
うな規則が支配的な方言も存在する。ここではその代表として，鳥取県米子方言の複合語アクセ
ントを取り上げてみよう。
　米子方言は，次のような体系を持ち，東京方言と同じ「下げ核」が弁別的な n ＋ 1 型体系である。
（14）  鳥取県米子方言のアクセント体系
   ハが　（葉）   アメ，アメが　（飴）   ケムリ，ケムリが　（煙）
   キが　（木）   カタ，カタが　（肩）   ウシロ，ウシロが　（後ろ）
           アミ，アミが　（網）   アサヒ，アサヒが　（朝日）
                       カタナ，カタナが　（刀）





〈前部要素 X の式〉　 → [ 平進式 ]            [ 上昇式 ]
 ミカン（みかん）， ミカンバコ（みかん箱）  /  マッチー（マッチ），マッチバコ（マッチ箱）
 ミシン（ミシン）， ミシンイト（ミシン糸）  /  モメン（木綿），モメンイト（木綿糸）
 ツキミ（月見）， 　ツキミソバ（月見蕎麦）  /  キツネ（狐），キツネソバ（狐蕎麦）
 サクラ（桜），　　 サクライロ（桜色）    /  ネズミ（鼠），ネズミイロ（鼠色）
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　以下のデータは，筆者の 1999 年の米子市調査で得られたものだが 13，複合名詞 Z 全体のアクセ
ントが無核型になるか，有核型になるかは，前部要素 X が決定していることが分かる 14。以下で
は紙幅節約のため，X が無核のものを「0」，X が 1 モーラ目にアクセントを持つものを「1」，X
が 2 モーラ目にアクセントを持つものを「2」と表示することにする。
（15）  鳥取県米子方言の複合語アクセント（その 1）―後部要素 Y が 3 モーラの複合語
 a.  Y が無核型の名詞（例：畑 ハタケ）の場合
    0  チャが　（茶）   チャバタケ　（茶畑）   チャバタケが
       ウメが　（梅）   ウメバタケ　（梅畑）   ウメバタケが
    1  ムギが　（麦）   ムギバタケ　（麦畑）   ムギバタケが
       アワが（粟）    アワバタケ　（粟畑）   アワバタケが
    2  イモが　（芋）   イモバタケ　（芋畑）   イモバタケが
       マメが　（豆）   マメバタケ　（豆畑）   マメバタケが
 b.  Y が有核型の名詞（例：袋 フクロ ’）の場合
    0  イ（胃）    イが        イブクロが　（胃袋が）
       カミ（紙）   カミが       カミブクロが　（紙袋が）
    1  ノシ（熨斗）  ノシが       ノシブクロが　（熨斗袋が）
       テ（手）    テが        テブクロが　（手袋が）
    2  イモ（芋）   イモが       イモブクロが　（芋袋が）
       コメ（米）   コメが       コメブクロが　（米袋が）
すでに（10）で見たように，東京方言では，後部要素 Y が 3 モーラ語の場合，その下がり目は
無標の位置，すなわち Y の 1 モーラ目に出現する。米子方言の場合も，Y が 3 モーラ語の場合，
その下がり目は東京方言と同じ位置に出現することが，（15）に挙げられた例から分かる。
　しかし Y が 2 モーラになると，その無標のアクセントは，東京方言とは異なる位置に出現する。
以下の例から，このことが分かる 15。




「ミズマクラ，ササダンゴ，ウメバタケ」のように，Y の 1 モーラ目に核を持つ型で出現することもあった。
15  ところが米子方言では，複合語が 3 つ以上の要素から成る場合には，最初にくる要素の型が複合語全体に
継承されない傾向が見られた。その結果，次の例が示すように，複合語は，連結アクセントによって「カミ
＋クズ＋バ ’ コ」のように，その最後の要素の無標の位置（次末モーラ）に下がり目を持つことになる。
0 カミが（紙） カミクズが（紙屑） カミクズバコが（紙屑箱）
 ヌノが（布） ヌノクズが（布屑） ヌノクズバコが（布屑箱）
1 ワラが（藁） ワラクズが（藁屑） ワラクズバコが（藁屑箱）
2 ワタが（綿） ワタクズが（綿屑） ワタクズバコが（綿屑箱）
 イトが（糸） イトクズが（糸屑） イトクズバコが（糸屑箱）
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（16）  鳥取県米子方言の複合語アクセント（その 2）―後部要素 Y が 2 モーラの複合語
   0 トリが（鳥）    トリカゴが（鳥籠）
   1 ワラが（藁）    ワラカゴが（藁籠）
   2 ハナが（花）    ハナカゴが（花籠）
   0 フデが（筆）    フデバコが（筆箱）
    ゲタが（下駄）   ゲタバコが（下駄箱）
   1 クズが（屑）    クズバコが（屑箱）
    ハシが（箸）    ハシバコが（箸箱）
   2 ゴミが（塵）    ゴミバコが（ごみ箱）
    クツが（靴）    クツバコが（靴箱）
米子方言の複合名詞では，Y が 2 モーラ語の場合にも，それが 3 モーラ語の場合と同様，その下
がり目は Y の 1 モーラ目に出現する。つまり米子方言と東京方言とは，同じ下がり目が弁別的
な n ＋ 1 型体系を持つが，連結アクセント形成型規則によって複合語に出現する核の無標の位置
については，少し異なっていることが分かる。
　すでに（13b）で見たように，東京方言には，X と Y の連結部にできるだけ近く，しかも語末
にもできるだけ近いところにあらたなアクセントを置く，という特徴がある。米子方言も，この




     〈後部要素 Y が 3 モーラの場合〉   〈後部要素 Y が 2 モーラの場合〉
   東京   …○○＋○ ’ ○○          …○○ ’ ＋○○
   米子   …○○＋○ ’ ○○          …○○＋○ ’ ○
　東京方言では，後部要素 Y が 3 モーラ語の場合にも，それが 2 モーラ語の場合にも，複合語
Z 全体の下がり目の位置を語末から見てできる限り同じ位置（－ 3 の位置）に揃えようとしてい







　さて，第 3 節で扱った「前部要素の韻律保持型」規則，すなわち X（前部要素）の韻律特徴が Z（複





　東京方言では，後部要素 Y が一定の長さを持つ場合には，原則的にその Y の韻律特徴（この
場合はアクセント）が複合語内部に残されることを，（9）の例で見てきた。また，X と Y の連
結部周辺にあらたなアクセントを置く場合にも，そのどこにアクセントが置かれるかは，やはり
Y の長さによって決まる。さらに，（12）で見たように，2 モーラ名詞が Y の位置にきた場合には，





体系においても，かつては前部要素 X の韻律特徴が，Z のアクセント型の決定にかかわってい
たのではないか，と思えるような現象が存在する 16。
　その 1 つは，秋永（2001, 2010: 13–14）で指摘された次のような事実にある。すなわち東京方
言では，X・Y とも 2 モーラ以下の場合の比較的短い複合語において，前部要素 X のアクセント
が複合語 Z 全体のアクセントを決定する傾向が見られる。以下に挙げる例は，筆者が使用して
いるアクセント型を示している 17。（18a）の例と（18b）の例とを見比べてみると，「水虫（ミズ
ムシ）」対「芋虫（イモ ’ ムシ）」，「傷口（キズグチ）」対「糸口（イト ’ グチ）」など，同じ後部
要素を持ちながらも，複合語全体が無核型か，有核型かによって対立するペアが，東京方言には，
たしかに存在していることが分かる。そして，その 2 つの型のうちのどちらになるかを決定する
要因は，後部要素 Y ではなく，前部要素 X のほうにあることも，ここから見てとれる。
（18） 東京方言の複合語規則の例外的パターン：全体が短い複合名詞の場合 18







17  著者は東京生まれ，東京育ちである。昭和 31 年（1956 年）に東京都に生まれ，東京都小平市において 15
歳までの言語形成期を過ごした。その後，神奈川県川崎市（15 歳から 31 歳まで）に一時住み，その後は東
京都渋谷区（31 歳から）に移住して，今日に至っている。
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 b.  前部要素 X が有核型の場合：複合語も有核型
   蓑（ミ ’ ノが）→蓑虫（ミノ ’ ムシ），芋（イモ ’ が）→芋虫（イモ ’ ムシ），松（マ ’ ツが）
→松虫（マツ ’ ムシ），奥（オ ’ クが）→奥歯（オ ’ クバ），前（マ ’ エが）→前歯（マ ’ エバ），
潮（シオ ’ が）→潮風（シオ ’ カゼ），春（ハ ’ ルが）→春風（ハル ’ カゼ），花（ハナ ’ が）
→花屋（ハナ ’ ヤ），米（コメ ’ が）→米屋（コメ ’ ヤ），豆（マメ ’ が）→豆屋（マメ ’ ヤ），
靴（クツ ’ が）→靴屋（クツ ’ ヤ），蕎麦（ソ ’ バが）→蕎麦屋（ソバ ’ ヤ），眉（マ ’ ユが）
→眉毛（マ ’ ユゲ），花（ハナ ’ が）→花火（ハ ’ ナビ），糸（イ ’ トが）→糸口（イト ’ グチ），
陰（カ ’ ゲが）→陰口（カゲ ’ グチ），屑（ク ’ ズが）→屑籠（クズ ’ カゴ），針（ハ ’ リが）
→針箱（ハリ ’ バコ）
（18）では，前部要素 X が「水」，「傷」のように無核の場合は，「水虫（ミズムシ）」，「傷口（キ
ズグチ）」のように，複合語 Z 全体も無核になり，X が「芋（イモ ’）」，「糸（イ ’ ト）」のように，
どこかに核を持っていれば，「芋虫（イモ ’ ムシ）」，「糸口（イト ’ グチ）」のように，Z 全体も有
核の型となっていることが分かる。これは，前部要素の韻律保持型の複合語規則が，かつては東
京方言にも存在していたことの 1 つの証拠となる。
　東京方言にもかつてはその前部要素 X の韻律型が，複合語 Z の韻律特徴の決定に関与してい
たことを示唆する 2 つ目の例は，次のような複合動詞のアクセントにある。次の例（19）が示し




（19）  東京方言の複合動詞アクセント（秋永 2001, 2010: 54–55 に基づく）
 a.  前部要素 X が無核型で複合動詞 Z 全体が有核型の例
   着る，泣く，巻く，振る（LH）→
   　着替え ’ る，着終わ ’ る，泣きや ’ む，泣き出 ’ す，巻き直 ’ す，振り出 ’ す（LHHL）
 b.  前部要素 X が有核型で複合動詞 Z 全体が無核型の例
   見 ’ る，書 ’ く，撒 ’ く，降 ’ る（HL）→
   　見終わる，書きやむ，書き出す， 撒き直す，降り出す（LHHH）
この複合語規則については，『日本大辞書』所収の山田美妙（1892）による「日本音調論」にす
でに記述があり，それに因んで，この複合動詞の規則は，通称「山田の法則」と呼ばれている。
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本稿では以下，この通称を使用することにする。













 a.  前部要素 X が無核型で複合動詞 Z 全体が有核型の例
    イレル（入れ込 ’ む，入れ替え ’ る）/　ウル（売り込 ’ む，売り出 ’ す，売り上げ ’ る，売
りつけ ’ る）/　オス（押し込 ’ む，押し出 ’ す，押し上げ ’ る，押しつけ ’ る）/　カウ（買
い込 ’ む，買い上げ ’ る，買いつけ ’ る）/　キク（聞きこ ’ む，聞き出 ’ す，聞きつけ ’ る）
/　スウ（吸いこ ’ む，吸い上げ ’ る）/　ネル（寝込 ’ む，寝つ ’ く）/ ノル（乗り組 ’ む，
乗り込 ’ む，乗り出 ’ す，乗り上げ ’ る）/　ヒク（引き込 ’ む，引き出 ’ す，引き上げ ’ る，
引きさが ’ る，引きつけ ’ る）/　マク（巻きつ ’ く，巻きつけ ’ る）/　ヨブ（呼びこ ’ む，
呼び出 ’ す，呼びつけ ’ る）
 b.  前部要素 X が有核型で複合動詞 Z 全体が無核型の例




















Z 全体が短いものが多い。しかし，そこには Z 全体の長さだけでなく，その「前部要素 X」の
長さも関与している可能性が高い 20。筆者自身の内省によれば，「引っ張る，考える，流れる，助
ける」のように，長い（モーラ数の比較的多い）動詞が X を構成している場合には，Z 全体が
無核型になりにくく，「ヒッパリ＋ダ ’ ス，カンガエ＋コ ’ ム，ナガレ＋コ ’ ム，タスケ＋ダ ’ ス」
のように有核型になる傾向が強い 21。
　以上の事実から，現在は後部要素 Y が Z 全体の型を決定する，というタイプの複合語規則を
持つ東京方言だが，かつては，前部要素 X のほうが Z の型の決定に関与していた時代が存在し
ていたことが推定できる。
7. 東京の「山田の法則」発生の謎を解く鍵―中国地方の n＋ 1型方言











には 2 種類あり，その 2 つの型は，いずれも前部要素 X のアクセント型によって決定する。そ
の 2 種類は，次のようなアクセント型である。
20 三樹（2014: 207–208）によれば，山梨県上野原方言では，「見込む，蹴散らす，出歩く，立ち去る，食い散らす」
のようにその前部要素 X が 1 モーラか 2 モーラから成る場合には，複合動詞 Z 全体が無核型（三樹 2014 の「平
板型」）となる傾向が見られる一方，「砕け散る，思い切る，叩きつける」のように X が 3 モーラになると，○○ ’
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（21）  鳥取県八頭郡八東村の複合動詞（広戸・大原 1952: 44–47 からの抜粋）
 a.  前部要素 X が無核型の複合動詞の例
   売る―ウリダス（売り出す），ウリトバス（売り飛ばす）
   飛ぶ―トビツク（飛びつく），トビカカル（飛びかかる）
   かれる―カレカカル（枯れかかる）
   そめる―ソメアゲル（染め上げる）
   おどる―オドリダス（踊り出す），オドリアガル（踊り上がる）
   さがす―サガシダス（探し出す），サガシアルク（探し歩く）
   ゆずる―ユズリアウ（譲り合う），ユズリワタス（譲り渡す）
 b.  前部要素 X が有核型の複合動詞の例
   打 ’ つ―ウチダス（打ち出す），ウチオトス（打ち落とす）
   噛 ’ む―カミツク（噛みつく），カミコロス（噛み殺す）
   なげ ’ る―ナゲトバス（投げ飛ばす） 
   にげ ’ る―ニゲマワル（逃げ回る）
   はなれ ’ る―ハナレダス（離れ出す）
   ながれ ’ る―ナガレコム（流れ込む）
   うご ’ く―ウゴキダス（動き出す）
   おも ’ う―オモイコム（思い込む）
   たの ’ む―タノミコム（頼み込む）










「オドリ＋ダス（踊り出す），サガシ＋アルク（探し歩く）」のように，複合語 Z を構成する 2 つ
の要素の連結部直前のモーラに核（下がり目）が生じていることが分かる。ここには（5c）で見
てきた「連結アクセント形成型規則」が関与している可能性が高い。
　おそらく東京方言でも，かつては X が無核型の場合には，「サガシ ’ ＋アルク（探し歩く）」の
ように，「X と Y の連結部周辺に，あらたなアクセントを形成する」という（5c）の規則によって，
X と Y の境界にアクセントの核が生じていた時代があるのではないか，と考えられる。その「連
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結アクセント形成型規則」によってあらたに 2 要素の連結部に生じたアクセント核が，○○○ ’

































損なう，見間違える」の 7 語，2 モーラの場合は「書き抜く，立ち去る，食い荒らす，掘り起こす，飲みつ













　そうすると東京方言では，X が有核型の場合に，「ナ ’ ゲ＋トバス（投げ飛ばす）」のように，
その X 内部に本来存在していたと推定される核が消滅し，複合動詞 Z 全体が無核になる，とい
う変化が，過去に起こったと推定する必要が生じる。つまり，X に核を持つ複合動詞が，その核














ということになる。）連用形が本来持っている語幹内の核が消失してしまうのは，「読 ’ み＋ま ’ す」「たの ’








型の次末核化（サガシ ’ ＋アルク＞サガシ＋アル ’ ク）よりも先行しているのだろうか。これは，今後の記述
研究の 1 つのテーマと言える。
28 筆者は，この無核型への変化にも，（5c）で見てきた「連結アクセント形成型規則」が関与している可能性
を（今のところ）想定している。X が無核型の「サガシ ’ ＋アルク（探し歩く）」のような場合と同じく，X
が有核型の複合語にも，「X と Y の連結部周辺に，あらたなアクセントを形成する」という（5c）の規則によっ
て，Z を構成する 2 要素の連結部直前のモーラに核（下がり目）が生じたことが推定される。そうすると，
＊○○ ’ ○ ’ ＋○○○（＊は推定された祖形を示す）のように，1 つの複合語内部に 2 つの核が生じることに
なる。このような場合に限って，複合語全体が一足飛びに無核型に変化する，という変化が誘発された，と
いう可能性を考えている。つまり，1 つの複合語内部に 2 つの核が生じてしまったことが，この無核型への
一足飛びの変化（○○ ’ ○ ’ ＋○○○ ＞ ○○○＋○○○）の要因となった，と想定するのである。しかしな





























 a.  Y が消え，X が残されて全体の型 Z となる。 （前部要素の韻律保持型規則）
 b.  X が消え，Y が残されて全体の型 Z となる。 （後部要素の韻律保持型規則）
 c.  X と Y の境界周辺にあらたなアクセントを形成する。 （連結アクセント形成型規則）
　（5）に挙げた複合語規則のうち，（5a）のような前部要素 X の韻律特徴が複合語 Z に保持され
るタイプは，現在，日琉語を通じて（特に日本列島の周縁部に）もっとも広範囲に分布している 30。
29 広戸・大原（1952）はこれを「平板化した型」と呼んでいる。








　本稿では，複合語 Z のアクセント決定に関与するのは後部要素 Y の長さや韻律特徴であり，
前部要素 X の長さや韻律特徴はその決定にまったく関与しない，とされている東京方言のよう




























一般化の例外となってしまう。それらは，前部要素 X よりも，後部要素 Y のアクセント（韻律特徴）
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Abstract
This paper argues that the compound accentuation rule in which the accent of the “first” member 
of compounds is preserved is the most archaic type in the Japanese and Ryukyuan dialects. By 
contrast, other types, such as the one in which the accent of the “second” members are preserved, 
or the one by which the default accent is placed around the boundaries of the two members, are 
newly developed compound accentuation rules. The paper then argues that even in Tokyo Japanese, 
in which productive compound accentuation is decided exclusively by the “second” members, we 
find some vestiges of the older compound accentuation rule in which the “first” member of the 
compounds is still relevant.
Key words:  compound accentuation, connecting accent, Japanese dialects, Ryukyuan languages, 
Yamada’s Law
